ページ    ／    

定量効果基礎見積り表
作成単位

作成年月日
作成者
番号


年度事業計画システム
省力効果








84.4.7
企画太郎
1531

見積り対象業務
サンプル見積り
全部門への展開


現状（量）
新ｼｽﾃﾑ(量)
削減 (量)
削減率（％）
見積り根拠 

(前提・削減理由など)
現状 (量)
新ｼｽﾃﾑ(量)
削減 (量)
見積り根拠 

（前提・削減理由など）

販売予測を行い、次年度販売計画を立案する。
· 前年実績値分析評価
· 計画立案の部方針の検討












50H
30H
20H
40.0
前年実績の目標成長率、目標額がコンピュータから提示されるので、分析が容易となる。



他部門の計画立案とは検討手順が異なるので、他部門への展開は不可能。

・次年度販売計画の検討
・   〃     計画表の作成
340H
160H
180H
53.0
コンピュータ内の数値を画面で修正することによって60%の工数減。
ただし、入力工数増が24H見込まれる。
340×0.4＋24＝160H





小計
390H
190H
200H
51.3






事業損益の算出
・得意先別営業損益の試算
・部門別損益の試算
75H

35H
35H

20H
35H

15H
53.3

42.9
コンピュータの算出による。
・従来は概算計算で、精度は高くない。
・新システムでは、得意先、部門内の詳細条件入力が必要となる。





小計
105H
55H
50H
47.6






H01








